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活動の背景と概要



地理院タイル

淀川水系と大和川水系の境界に位置
生駒市の地理 4

大和川水系

（淀川水系）

大阪湾



地理院タイル

源流部にあたるため大きな川はなく、農業用のため池が多く存在する。
山あいの水田地帯ではため池群と棚田からなる農村景観を残している。

生駒市の地理 5

奈良盆地

大阪平野

生駒山地

矢田丘陵



生駒市のカワバタモロコ生息状況
生駒市では、限定されたため池のみで確認している。
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∗ 生駒市の里山環境を保全していくためのシンボルとなる種
∗ 絶滅リスク回避のために、生息域外保存が必要
∗ 長期間にわたる活動が必要
∗ ⇒長期的に持続可能なしくみづくりが必要



生駒市カワバタモロコ保護活動とは
官学民が緩い分担で「協働」
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技術的支援

学術研究

施設・モノの提供

場の提供

旗振り

地域住民による

長期的な実働



生駒市で生息が確認されたカワバタモロコ
や生駒の自然環境の保護と啓発を目的とし、
公募によって集まった市民ボランティア。

8生駒市カワバタモロコ保護活動ボランティアとは

生駒市広報誌 広報いこま「いこまち」
2015年2月号に1ページを使って広告された



生駒市カワバタモロコ保護活動とは 9

カワバタモロ
コの保護

生息域外保存
• 飼育・繁殖

啓発・啓蒙
• 展示・広報

調査・研究
• 分布・繁殖生態

⾥⼭環境の
保全へ



活動拠点 ～富雄川流域～ 10

エコパーク21

生息域外保存

・飼育 ・繁殖

啓発・啓蒙

・展示 ・広報

北コミュニティセンター

啓発・啓蒙

・環境フェスティバル出展

・くらしのブンカサイ2022出展

・図書館出張展示

近畿大学

調査・研究

生息域外保存～2017

富雄川→大和川へ

ボランティア自宅

生息域外保存

・繁殖



活動実績
細く長くをモッ
トーに月1～2回
でゆっくりと活
動
のべ活動人数は
7年目に1,000人
を達成。
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コロナで自粛



調査研究
活動結果報告



13調査研究
• 当初、既知の生息池で採集された個体を飼育・繁殖させていた。
• その個体のDNAを調べたところ、別地域産の可能性が高いことが判明。

2017近大
• 一方、生駒市内で偶然採集された個体は生駒産とされるDNAとほぼ一

致。2017近大
• ため池群で捕獲調査を行い、生駒産の生息池を発見。さらに環境DNA

によって他の池の水からもカワバタモロコのDNAを検出。2018近大
• 生駒産の生息池が干上がり危機に。湛水後、カワバタモロコの復活

を確認。また別途、水からDNAが検出されていた別の池での生息も確
認。2019ボランティア

• 生息状況の詳細な調査を実施。限られた池でしっかり生息している
ことを確認。 2020-2022近大



繁殖
活動結果報告



エコパーク21飼育繁殖施設 2016-2018
• エコパーク21内で繁殖にチャレンジ。
• 親の数を工夫したり、卵を移動させた

り、産卵基質を変えたり、土を入れて
みたり、と、試行錯誤を繰り返したが、
稚魚(ちぎょ)まで育つのはわずか。

• 産み付けられた卵や仔魚が親に食べら
れてしまう、うまれた仔魚(しぎょ)の
餌が不十分、などの理由が考えられた。

• エコパーク21で使っているサイズの容
器では、こまめな世話が必要というこ
とがわかった。

15
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カワバタモロコ産卵数2019(累積)

ボランティア エコパーク

繁殖 2019
2016～2018年の経験から、エコパークでの繁殖を継続しながら、こま
めに管理できるボランティア自宅での繁殖を併用。
過去最高の卵を確認。そのほとんどがボランティア自宅。
稚魚は182尾。
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2,511個以上

ボランティア

エコパーク



気づき2019
• それほど大きくない1ペアがトー

タル1,000個以上産卵(稚魚100尾
以上成育)→親による卵の捕食圧
がかなり高いものと思われ、効率
的に卵を回収するためにはやる気
のある雌雄1ペアで産卵させるの
がよい。

• 卵の計数作業～土を入れた水槽へ
の収容～孵化～餌を食べ始めるま
での期間の減耗が激しい。歩留ま
りを上げるためにはこの期間に工
夫が必要。

オスの婚姻色はやる気の現れ。産卵期間
中にも金色の強さが変わる。

17



繁殖 2020～
コロナでエコパークでの繁殖は中止。こまめに
管理できるボランティア自宅での繁殖のみ。
10個体を蓄養し、成熟した雌雄1ペアを選別、
交代しながらキンランに産卵させた。
初期餌料としてゾウリムシを導入、摂餌を始め
る時の歩留まりを向上させることができた。

18

屋外、土、ゾウリムシ給餌
成⻑してからパウダー配合餌料給餌



主要な減耗要因とその対策

親魚

•1匹のメスが
1,000個産
める
•ミジンコなど
生餌で成熟
が進むかも

産卵

•産卵直後、
他の⿂が卵
を食べる
➡ペアで産卵
させる・親と
すぐ分ける

受精卵

•あまり気をつ
けなくてよい
強い 運搬
可

前期仔魚

•卵⻩を吸収
しながら成⻑
弱いが餌は
いらない

遊泳摂餌開
始

•口が小さく、
すぐ飢える
➡ゾウリムシ
を増殖させ
て与える

後期仔魚〜
稚魚

•配合餌料を
食べるように
なればあとは
大丈夫

2回のクリティカルポイントをクリアすれば安定した生産が可能



カワバタモロコ個体数 ～2022
ボランティア自宅繁殖で個体数をキープ。

20

近大実験圃場から
移設した個体が多い

ボランティア⾃宅での繁殖に成功



保護池
活動結果報告



保護池の環境整備
カワバタモロコを放流する候補地として整備。
 生駒市が管理する、面積約300m2、最大水深1.2m程度の池。
 2015年冬に水抜き・泥上げを実施。
 池周辺の草刈りと外来種駆除を実施。

22



23保護池の環境整備
水抜き後4年程度は水生生物相が極端に変化。2019頃から安定。

種名等 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

アメリカザリ
ガニ

多 多 ほとんど
いない

ほとんどいない みあたらない みあたらない みあたらない 普段みあたらない(近大
調査で稀に大型あり)

ウシガエル 産卵確認 幼生多数 亜成体
が増加

ほとんどいない それらしき幼生
出現

幼生生息 幼生生息 成体鳴き声確認

ミシシッピアカ
ミミガメ

多 多・稚ガメ
確認

多・稚ガ
メ確認

多 多 産卵確認 多 多 多

クサガメ 少 少 少 少 少 少 少 少

シマヒレヨシノ
ボリ

確認なし 稚魚確認 多 多 多 多 多 多

スジエビ 確認なし 多 多 多 多 多 多 多

ヌマエビ類 確認なし 確認なし 確認なし 確認なし 確認 多 多 多

その他 夏季にウ
キクサ類
多量発生

春〜秋に糸状緑
藻発生／夏〜秋
にヒシ類(ヒメビシ
orコオニビシ)繁茂

春に⽔の⾊⿊い
糸状緑藻、ヒシ
類繁茂

糸状緑藻
発生ほとん
どなし

春〜秋に糸状緑藻
発生

糸状緑藻発生ほとんどな
し



24保護池にカワバタモロコ放流！2020
環境が安定してきたこと、生駒産カワバタモロコの生産の目処がたった
ことから、保護池にカワバタモロコ100尾を放流。2020.10.18

生駒産
2019年生まれの兄弟10尾
2020年生まれの90尾（親
はバラバラ）を放流



25保護池のカワバタモロコ2021
2021/4/11 生息確認できず。
2021/6/27 多数の生息を確認。オスは鮮やかな婚姻色が出ており繁殖し
ている可能性大。

婚姻⾊が鮮やかな
オス



26保護池のカワバタモロコ2022
2022/4/10 生息確認できず。
2022/5/8 多数確認 しかも巨大(maxTL 75mm)
2021/6/26 多数を確認。メスの腹は大きくオスは婚姻色が出ており繁殖
しているはず。

5/8



27保護池の生物多様性
放流したカワバタモロコ以外にも様々な生物の生息を確認している。

カワセミ ニホンカヤネズミ コシアキトンボ アカガエル類の卵隗 ホソミオツネントンボ

モノサシトンボ ハラビロトンボ ショウジョウトンボ チョウトンボ トノサマガエル



啓蒙・啓発・広報活動
活動結果報告



29啓蒙・啓発・広報
2016～2019、2021に環境フェスティバルに出展。
2022にイベント名称変更（くらしのブンカサイinいこま）。

カワバタモロコ

展示を選んだ回

答者数

／全回答者数・

(％)

順位/展示数

2016 17/846 (2.0%) （不明）

2017 100/743 (13.5%) 6位/24展示

主催者アンケート結果

印象に残っている・面白かったコーナー

※2018、2019はアンケートなし



30啓蒙・啓発・広報2019
生駒市図書館北分館で夏休み企画の展示を実施。
カワバタモロコと顕微鏡を展示し、来館した子どもたちに好評。



今後の計画



今後の活動
月1～2回、数時間の活動で実現を目指す

カワバタモロコ調査
⇒高山の生息地の定期的なチェック。
カワバタモロコ繁殖
⇒ボランティア自宅での繁殖を主体として生駒産のカワバタモロコを引き続き
繁殖させる。
保護池の環境整備
⇒引き続き環境整備を行いつつ、放流したカワバタモロコをモニタリングする。
啓蒙・啓発
⇒くらしのブンカサイ等、出展機会があれば実施。
⇒Facebookページの更新。
その他
⇒似たような活動を行っている団体等への見学ツアーを企画したい。
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